
ྩ࿨ 7೥౓設備設ܭҰݐڃங࢜ߨश

मྃ㒅ࠪʵᶗʢ๏適߹֬ೝʣ

問ɹɹç�୊ɹɹç�ू

࣍の஫ҙ߲ࣄをよくಡΜでから࢝めて下͞い。

ʦ஫ҙ߲ࣄʧ

1ɽこの໰୊ूは、1ûทで構੒͞Εています。

2ɽこの໰୊ूは、߹ਤ͕͋Δ·Ͱ͜の໘Ҏ֎の໘Λ։͚ͯ͸͍͚·ͤΜ。

úɽこの໰୊ूは、下ॻき、ࢉܭ等に࢖用してもࠩしつか͑͋ΓませΜ。

ûɽこのमྃ㒅ࠪʵᶗ（法ద߹֬ೝ）は、ඞਢ問୊です。

5ɽղ౴は、౴Ҋ用ࢴのղ౴ཝにࠇԖචを用いて記入して下͞い。

ýɽղ౴に౰たΓ、՝୊図がఏࣔ͞Εている໰୊については、建築設備に܎る部෼が出୊内༰とな

るため、ډ室ɾ壁のҐஔ、֊ஈ等の഑ஔそのଞの建築෺に܎る৚݅等については㒅ྀしないも

のとします。

þɽղ౴ʹ౰ͨΓ、適༻͢΂͖๏ྩٴͼࣔࠂ౳については、ྩ࿨ 7೥ û݄ 1೔͞ߦࢪ͍͓ͯʹࡏݱ

Εているものを対৅とします。また、地ํެஂڞମの৚ྫについては、㒅ྀしないものとしま

す。

ÿɽこの໰୊ूについては、मྃ㒅ࠪऴྃ·Ͱ㒅ࠪࣨʹݶʹऀͨࣨ͠ࡏΓ、࣋ͪؼΓΛೝΊ·͢

（中్ୀ出ऀについては、࣋ͪؼΓをې止します）。

ɾෳ੡ࡌແஅ転ې

8009_01_1SS11_H.indd   1 2025/06/19   14:41



―� ―1

๏適߹֬ೝʢඞਢ問୊ʣ

ۭௐɾؾ׵設備、څഉਫӴੜ設備、ిؾ設備ٴͼ༌ૹ設備について、࣍の問 1から問ù÷までのղ౴を

౴Ҋ用ࢴに記述せよ。

不適切な箇所等を指摘する໰については、建築࢜法のن定によるʮ設備ؔن܎定ʯに照らして不適切

な箇所Λࢦఠするとともに、その不適切な理由を明֬に記述せよ。また、不適切な箇所͕਺஋Ͱ͋Δ৔

߹、その不適切な理由とともにࢉ定ࠜٴڌͼ適切な਺஋もซせて記述せよ。なお、図に記͞ࡌΕていな

いものは、ద切にܭը͞Εているものとする。

ۭௐɾؾ׵設備

問1　図のような建築෺に設けるϘΠϥーの煙ಥについて、「設備関係規定」に照らして不適切な箇所

を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。なお、ϘΠϥーの送෩ػの通෩ྗは౰֘ϘΠ

ϥー内部の通෩఍߅に等しいものとし、煙ಥの༗ޮஅ面積はਖ਼しいものとする。

˞1ɽＡॏ༉の୯Ґ消අྔ౰たΓのཧ࿦ഇΨスྔ：15õ0ὗ/ᶵ
˞ 2ɽϘΠϥーの燃মにかかるڅ気はద切にܭը͞Εているものとする。
˞ úɽ寸法୯Ґ（㎜）

ฏ面図

ϘΠϥー

úó
50
0

2ó000 úó000

煙ಥ
（༗ޮஅ面積：0õúÿ㎡）

1ú
ó5
00

1ó0
00

2ó
00
0

(-

அ面図

Ａॏ༉ขきϘΠϥー
（燃料消අྔ：210ᶵ/I）

11
ó5
00

8009_01_1SS11_M.indd   1 2025/10/02   10:10



―� ―�

問 ù　図のようなډ室ＡɾＢに設けるഉ煙設備について、「設備関係規定」に照らして不適切な箇所を

指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

˞寸法୯Ґ（㎜）

ഉ煙ػ
ଞ室から

防煙間仕切壁 1óÿ00（༗ޮ）1óÿ00（༗ޮ） 1óÿ00（༗ޮ） 1óÿ00（༗ޮ）1óÿ00（༗ޮ） 1óÿ00（༗ޮ）

壁付खಈ
開放૷ஔ ցഉ煙口ػ

（ഉ煙෩ྔ：1þó000ὗ/I）

1ó
20
0 1ó
ÿ0
0（
༗
ޮ
）

1ó
20
0

2ó
þ0
0

ÿ5
0

ý0
0

10ó000 1ýó000

ΨϥϦ Ҿҧい窓 Ϋレセント

ఱҪ面

室Ａډ
床面積：2ÿ0㎡

室Ｂډ
床面積：1ý0㎡

問 ú　දにࣔすूձ৔に設けるػց׵気設備について、「設備関係規定」にͮجきඞཁ༗ޮྔؾ׵をࢉ

定するとともに、そのࢉ定ࠜڌを記述せよ。

ද
用్ 室面積（㎡） ఱҪ͞ߴ（N） 人口ີ౓（人/㎡） ࣮人਺（人）
ूձ৔ û20 úõ0 0õ25 105
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問 û　図のような建築෺の火気࢖用室に設ける׵気設備について、「設備関係規定」に照らして不適切

な箇所を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

˞1ɽ燃料の୯Ґ燃মྔ౰たΓのཧ࿦ഇΨスྔ：0õĀúὗ/（㎾ɾI）
˞ 2ɽ寸法୯Ґ（㎜）

Ψステーϒル
（燃料消අྔ：ܭû0㎾）

ഉ෩ػ
1ó200ὗ/I 防火μンύー

防止μンύーྲྀٯ

ఱҪ付׵気ઔ
100ὗ/I

2ó
û0
0

ý0
0

Ā0
0

100

û00

৯඼ݿ
防火۠ը

火源

ഉ気ϑード

ఱҪ面

問 ü　ۭௐɾ׵気設備にؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものをＡ〜Ｄ

の中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ　ॅ୐のډ室において、ϗルϜΞルσώドを0õ1ᶴ/ὗҎ下にอつ׵気設備を設ஔし、ࠃ౔ަ通େ

ਉのೝ定をडけた。

Ｂ　室内の$02ೱ౓がĀ00QQNҎ下となるようにػց׵気設備を設けた。

Ｃ　地下 1֊、地上10֊建て、Ԇ΂面積20ó000㎡の建築෺の屋上に設けるྫྷ๪のためのྫྷ٫ౝ設備

において、ॴ定の構造のྫྷ٫ౝと建築෺の開口部とのڑ཭を2õ0Nとした。

Ｄ　өըؗの٬੮部（床面積ÿ00㎡、ఱҪߴ û N、࠲੮਺250੮）において、༗ޮ׵気ྔ5ó000ὗ/I

のػց׵気設備を設けた。
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ഉਫӴੜ設備څ

問ý　図 1〜 ûのような建築෺の部෼におけるڅഉ水Ӵੜ設備について、「設備関係規定」に照らして

不適切なもののਤ൪߸を図 1〜 ûの中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

100㎜ཱ上げ 1/100ޯ഑

通気管（防஬໢付）
௚ܘý00㎜の�
Ϛンϗール# 2 ݸ

100㎜�
Φーバー
ϑロー管

þ0㎜

û0㎜༲水管

100㎜څ水管

1ó000㎜

100㎜

150㎜
þ0㎜

1/100ޯ഑

防஬໢
150㎜

200㎜

図 1 　上水ߴஔ水૧ 図 2　ཋ૧のڅ水設備

壁 水栓ÿ0"

水栓ు水口中৺

120㎜ ͋;Εԑ

ཋ૧

200㎜

ཋ室

通気ห
ΨϥϦ付఺ݕ口
（8û50#)û50）

େศث ચ面ث

˞ 1ɽ഑管材料：഑管用୸ૉ߯߯管（4(1）
˞ 2ɽ防火۠ըは、床のΈとする。
˞ úɽ寸法୯Ґ（㎜）

Ґ͋;Εԑߴ࠷

-'֊上࠷

Ā5
0

ÿ0
0

ύΠプスϖース

床上૟আ口

図 ú 　ศॴのഉ水通気設備

ஔ水૧ߴ用水ࡶ

屋内消火栓

屋内消火栓ϙンプ

水管څ用水ࡶ

消火水૧

1

消火管

9

図 û 水設備ɾ消火設備څ用水ࡶ　
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問 7　図 1〜 úのような建築෺に設ける通気管の開放Ґஔ（຤୺Ґஔ）Ａ〜̚について、「設備関係規

定」に照らして不適切なものを通気管の຤୺Ａ〜̚の中から一つ指摘するとともに、その不適切な理

由を記述せよ。

˞屋上 úٴͼ屋上 ûは、ఉԂ、෺ׯし৔等にはར用͞Εないものとする。

屋上 ú 通気管の຤୺Ｄ

通気管の຤୺̚

屋上 û

5õ0N

2õ0N

1õ5N

1õ0N

0õúN 0õúN

窓開口

ྡ઀建築෺ 建築෺

図 ú

屋上 2（屋上ఉԂ）

úõ0N

ౝ屋

通気管の຤୺Ｂ
ûõ0N

0õ1N
通気管の຤୺Ｃ

0õ5N

2õ0N

1õ5N

出入口建築෺

図 2

屋上 1（屋上ఉԂ）

úõ0N

1õ2N

0õþN

建築෺ ۭ気ௐ࿨設備用の
外気औ入ΨϥϦ

2õ5N

ౝ屋
通気管の຤୺Ａ

図 1
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問 8　図のような建築෺に設けたഉ水૧について、「設備関係規定」に照らして不適切な箇所を指摘す

るとともに、その不適切な理由を記述せよ。

通気管
ý5"

ഉ水ྲྀ入管
100"

ు出し管
þ5"

Ϛンϗール
௚ܘý00
防ष構造

#1'

ഉ水ϙンプ

Έϐットࠐいٵ

˞寸法୯Ґ（㎜）

˞ޯ഑部෼の׈Γ止めのた
めの֊ஈのද記はলུし
ている。

200 200

úóĀ00úóĀ00

úóþ00úóþ00
ûó000

ց室ػ

ഉ水૧
タϥップ

200 防஬໢
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問 Ā　څഉ水Ӵੜ設備のܭըにؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものを

Ａ〜Ｄの中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ　通気管のऔΓ出しは、ഉ水ԣࢬ管の௖部からû5౓の֯౓でऔΓ出し、通気ཱて管΁の઀ଓは、

౰֘֊のث۩のߴ࠷Ґの͋;ΕԑよΓ150㎜ߴいҐஔとした。

Ｂ　建築෺内のӍ水ഉ水ܥ౷とԚ水ഉ水ܥ౷のཱて管はಠཱ͞せ、屋外においてӍ水ഉ水ܥ౷にト

ϥップますを設け、その下ྲྀଆでԚ水ഉ水ܥ౷と߹ྲྀ͞せてから߹ྲྀࣜのެڞ下水ಓに઀ଓし

た。

Ｃ 水഑管の΢ΥーターハンϚー防止対策として、管内ྲྀ଎がڅ û N/Tとなるように設ܭした。

Ｄ　 ú֊建ての建築෺の屋上に設ける༗ޮ༰ྔ1õ5ὗの上水ߴஔ水૧には、通気管を設けなかった。

問1÷　څഉ水Ӵੜ設備のܭըにؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものを

Ａ〜Ｄの中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ し೘をݪ水にؚまないഉ水࠶ར用水を、ޡҿɾޡ用防止のදࣔをし、Ԙૉ消ಟのાஔをߦった

う͑で、水ܠ用の෾水にར用した。

Ｂ　Ӎ水ഉ水とਥ๪ഉ水をݪ水として、Ζա૷ஔによΓ水ॲཧしԘૉ消ಟしたう͑で、ࡶ用水څ水

として、खચい付きロータンΫࣜのେศثのચড়水ܥ౷に઀ଓした。

Ｃ　屋上に設ஔしたྫྷ๪のためのྫྷ٫ౝのഉ水を、ഉ水口開放による間઀ഉ水とした。

Ｄ　上水ߴஔ水૧の水ൈき管とࡶ用水ߴஔ水૧の水ൈき管について、そΕͧΕݸผにഉ水口ۭ間を

֬อして間઀ഉ水をߦい、その下ྲྀଆでそΕͧΕの管ಉ࢜を઀ଓした。
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設備ؾి

問11　建築෺等அ面ུ図にࣔすようなஈࠩの͋るෑ地に建つࣄ຿ॴビルにおいて、図 1〜 ûのような֤

室における非常用の照明૷ஔの設ஔ໔আについて、「設備関係規定」に照らして不適切なもののਤ൪

߸を図 1〜 ûの中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。たͩし、֤֊の࿓下に

は非常用の照明૷ஔが設ஔ͞Εているものとする。

(- ಓ路

ಓ路 (-
屋
外
避
難
階
段

5 ֊（床面積ÿ00㎡）（避難֊）

û֊（床面積ÿ00㎡）

ú֊（床面積ÿ00㎡）

2֊（床面積ÿ00㎡）

1֊（床面積ÿ00㎡）（避難֊）

地下 1֊（床面積ÿ00㎡）

ʻ建築෺等அ面ུ図ʼ

屋外避難֊ஈに通
ͣる出入口までの
าڑߦ཭22N

ú0㎡

図 1 ú ֊ձٞ室ฏ面図

屋外΁の出口まで
のาڑߦ཭ú0N

û5㎡

図 ú 1 ֊管ཧ人॓ധ室ฏ面図

5֊の屋外΁の
出口までのาߦ
཭1ĀNڑ

û0㎡

図 2 û ֊Ԡ઀室ฏ面図

1֊の屋外΁
の出口までの
าڑߦ཭1þN

ú5㎡

図 û　地下 1֊ࣥ຿室ฏ面図

建築ج४法ྩߦࢪୈ11ý৚の 2ୈ 1߲ୈ一߸
に֘౰するޫ࠾上༗ޮな窓（ຌྫ）
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問1ù　図のような建築෺に設けるදにࣔす仕༷の避ཕ設備について、「設備関係規定」に照らして不適

切な箇所を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。なお、Ҿ下げಋઢは、地ද面付ۙにＡ

でదਖ਼に઀ଓ͞Εているものとし、઀地γステϜ、डཕ部とҾ下げಋઢとの઀ଓそのଞの避ۃ઀地ܕ

ཕ設備の構造については、法ྩのن定をຬ଍しているものとする。

ද　避ཕ設備仕༷
1ɽద用+*4 +*4ç;çĀ2Ā0ʵú：201Ā
2 ɽอޢレベル ᶚ
úɽडཕ部γステϜ ɾ屋上の屋ࠜ面は、ϝッγϡ法でอޢする。

ɾ(-+20NҎ上の外壁面は、ճ転ٿମ法でอޢする。
ɾ屋上の屋ࠜ面に設ஔする消火ิڅ用水૧は、อ֯ޢ法でอޢする。

ûɽҾ下げಋઢγステϜ 建築෺構造ମ（మے）ར用

消火ิڅ用水૧

1Ā
ó2
00

21óÿ00

ϝッγϡಋମ

डཕ部
（ಥ਑+࣋ࢧ管）

3132

屋上ฏ面図

25
ó0
00

32：5ó0003'-

(-+20N

(-

3=ý0N 3=ý0N

31：úó500

डཕ部（ಥ਑+࣋ࢧ管）
消火ิڅ用水૧（෯1ó000#Ԟ1ߦó000#1͞ߴó500（Ս台ڞ））

ϝッγϡಋମ
（3'-+5ó000）

û5˃û5˃

ཱ面図 ˞寸法୯Ґ（㎜）

（ຌྫ） ओమے઀ଓ部෼

઀地୺ࢠശ

઀地ۃ
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問1ú　図のような௚ྲྀ電源૷ஔの஝電஑༰ྔࢉܭॻについて、「設備関係規定」に照らして不適切な箇

所を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。たͩし、ࣗՈൃ電૷ஔは࢖用しないものとす

る。

௚ྲྀ電源૷ஔの஝電஑༰ྔࢉܭॻ
˙৚݅
用్ 非常照明用とडม電設備用ڞ用
用஝電஑࢖ หࣜਾஔԖ஝電஑（.4&ʵ5ûセル）ޚ੍
௿電ѹ࠷༰ڐ Ā57（1õþý7/セル）
௿஝電஑Թ౓࠷ 5ˆ
放電電ྲྀIٴͼ放電時間T 非常照明用 ý5" ú0෼

डม電設備ࢹ؂用 10" ú0෼
遮அ࡞ૢث用 ú5" 0õ5෼

อक཰L 0õÿ
༰ྔࢉ׵時間K ࣜܗ .4&

放電時間
（෼）

௿஝電஑࠷
Թ౓（ˆ）

௿電ѹ（7/セル）࠷༰ڐ
1õĀ7 1õÿ7 1õþ7

0õ5
5

1õû2 0õýĀ 0õûĀ
ú0 2õ25 1õúû 1õ15

ࢉܭ˙

I

T1（෼）
T

T2（෼）

I1（"）
I2（"）

I1=çý5（"）、T1=çú0（෼）、K1=1õúû
I2=110（"）、T2=0õ5（෼）、K2=0õýĀ

ʪࣜࢉܭʫ

定֨放電཰ࢉ׵༰ྔC= 1
L
#[K1#I1+K2(I2-I1)]

=
1
0õÿ#[1õúû#ý5+0õýĀ#(110-ý5)]

]1ûþõþ"I
したがって、௚ۙ上Ґになるよう㒅ྀして、.4&ʵ150"I/10)3を
。用する࠾
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問1û　図のような予備電源に܎る電気഑ઢの電源഑ઢ部෼ᶃ〜ᶊについて、「設備関係規定」に照らし

て不適切なものを電源഑ઢ部෼ᶃ〜ᶊの中から一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

௚ྲྀ電源૷ஔ
（#"55ॆ電用）

௚ྲྀ電源૷ஔ
（非常用の照明૷ஔのװઢ用）

ࣗՈ用ൃ電૷ஔ

&/( "$(

อ安電灯

อ安ಈྗ

ഉ煙ػ

$#

5úzú8

%5Ȃ.$

$#

$#

$#

$#

ᶃ'15

ᶄ)*7

ᶇ'15

ᶆ$75ᶅ$75

ᶈ)*7

ᶉ$75 ᶊ$75

一ൠಈྗ൫ 防ࡂɾอ安ಈྗ൫ 防ࡂɾอ安電灯൫

スコット5

ຌྫ
$# 遮அث
%5Ȃ.$ ૒౤ܗ電࣓઀৮ث
$75 一ൠέーϒル
)*7 ೋछビニルઈԑ電ઢ
'15 耐火έーϒル

問1ü　電気設備にؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものをＡ〜Ｄの中か

ら一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ　電源ผஔܗの非常用の照明૷ஔの電源෼ذ഑ઢを、ډ室のఱҪ面に開口部等がない不燃材料で

造らΕたఱҪཪに、ೋछビニルઈԑ電ઢを用いたۚଐ管ࣄ޻によΓෑ設した。

Ｂ　地ද面からÿ0Nの͞ߴのҐஔのύϥϖットにडཕ部として水ฏಋମを設ஔ、設備ثػอޢ用に

डཕ部としてಥ਑を設ஔ、͞ߴþ5̼を௒͑る部෼の外壁面にडཕ部としてΞルϛ੡建築部材を

୅用しอޢした。

Ｃ　特ผ避難֊ஈの付室用のഉ煙設備の電源を஝電஑のΈとした。

Ｄ　耐火۠ը͞Εた電気γϟϑト（&14）内に、一ൠ照明用෼電൫に非常照明用෼電൫（一ൠܗ）

を૊ΈࠐΜで設ஔした。
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༌ૹ設備

問1ý　図のような建築෺に設けるロープࣜ乗用エレベーターの昇降路அ面（දをؚΉ）について、「設

備関係規定」に照らして不適切な箇所を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

ද　ロープࣜ乗用エレベーター仕༷
定֨଎౓ 150N/NJO
積ྔࡌ 1óú50 （ƫ定һ20人）
੍ಈ૷ஔ ௖部安全ڑ཭֬อスΠッν付き

エレベーターػց室

᝷

2ó
û0
0 ػ上ר

੍
ޚ
൫

Ā0
0

᝷床ઌ୺Ґஔ

༉入؇িث

᝷の出入口の戸

ú0

120

û0
0

2ó
û0
0

10֊

2 ֊

1 ֊

˞寸法୯Ґ（㎜）
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問17　図のような 2台の非常用エレベーターの乗降ロビーの構造について、「設備関係規定」に照らし

て不適切な箇所を指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

バルコニーまたは外気に向かって開くこと
ができる窓予備電源付照明設備

仕上げ、下地は
不燃材料

昇降路出入口の戸は不燃材料

非常時運転灯

屋内消火栓、連結送水管の放出口、
非常コンセント設備等

床、壁は耐火構造

避難経路等の標識

床面積10㎡

室内に通じる出入口は遮煙
性能付特定防火設備

（非常用エレベーターの乗降ロビー）

問18　図のようなエスカレーター乗降口の周辺部における人が転落しないために設ける構造の隙間寸法

Ａ〜Ｄについて、「設備関係規定」に照らして不適切なものを隙間寸法Ａ〜Ｄの中から一つ指摘する

とともに、その不適切な理由を記述せよ。

建築壁

Ａ：250㎜

Ｂ：50㎜

進入防止用仕切板

Ｃ：100㎜

Ｄ：100㎜
ステップ

ハンドレール

転落防止板転落防止柵

（エスカレーター周辺部の安全対策）
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問1Ā　昇降ػにؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものをＡ〜Ｄの中から

一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ　᝷の間口2ó000㎜、᝷のԞ1ߦóþ50㎜の乗用エレベーターをܭըし、定֨積ྔࡌを1óý00ᶵ、定

һを2û໊とした。

Ｂ　ΨΠドγϡーがΨΠドレールにԊってҠಈする׈અ構造の઀߹部において、地਒時にΨΠド

レールにੜͣるたΘΈが10㎜、ΨΠドレールとΨΠドγϡーの隙間が 5㎜で͋ったので、ΨΠ

ドレールとΨΠドγϡーとのかかΓ୅を20㎜とした。

Ｃ　͞ߴú1Nを௒͑る֊ٴͼその上の֊の床面積の߹ܭが500㎡Ҏ下で͋ったので、非常用エレ

ベーターはܭըしなかった。

Ｄ　定֨଎౓û5N/NJOのロープࣜエレベーターの᝷の଎౓がҟ常に૿େした৔߹にಈྗをࣗಈత

に切る૷ஔのݕ出଎౓をý0N/NJOとした。

問ù÷　昇降ػにؔする࣍の記述について、「設備関係規定」に照らして不適切なものをＡ〜Ｄの中から

一つ指摘するとともに、その不適切な理由を記述せよ。

Ａ　建築ج४法ྩߦࢪୈÿ2৚の 2のن定によΓٻめた௕辺ํ向の૚間ม֯ܗが 1
250 の建築෺に設

ஔするトϥスの一୺をݻ定した༲ఔûó000㎜のエスカレーターにおいて、非ݻ定部෼の௕辺ํ

向の隙間を50㎜とし、かかΓ୅௕͞を120㎜とした。

Ｂ　খՙ෺ઐ用昇降ػにおいて、出し入Ε口の͞ߴがÿ0ᶲのテーϒルタΠプで͋ったので、昇降路

の出し入Ε口のドΞにはৣࢪ૷ஔを設けなかった。

Ｃ　༲ఔ ý N、ޯ഑ú5౓、଎౓ú0N/NJO、౿ஈのԞߦú5ᶲ、昇降口での౿ஈと౿ஈのஈࠩを 5㎜Ҏ

下としたエスカレーターを設ஔした。

Ｄ　᝷の定֨଎౓が15N/NJO、積ࡌՙॏが2óû00/、昇降ߦఔが20Nの乗用エレベーターにおいて、

ܘに௚ࡧを2û0㎜とし、そのओܘの௚ंߝ ÿ㎜のϫΠϠロープを࢖用した。
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